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原子力長計 市民ウォッチング

民主的・論理的、そして透明な長計策定プロセスをめざして

長計ウ
ォッチング

11月にも、核燃料サイクルについての国の方針を強引に固めようとする原子力委員会

まだ、原子力委員会の暴走を放置しておきますか？
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長計ウ
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民主的・論理的、そして透明な長計策定プロセスをめざして

11月にも、核燃料サイクルについての国の方針を強引に固めようとする原子力委員会

まだ、原子力委員会の暴走を放置しておきますか？

　国は、国の計画を発行する前に、国民の意見募集を行います。これは民主主義

の基本です。これまで、原子力長期計画もそうでした。

　しかし、今回、原子力委員会はこれを大きく後退させようとしています。

　この11月にも、国にとって重要な核燃料サイクルについての国の方針を国民

の意見募集を行わないまま定めようとしています。現在、多くの策定会議委員も

これに同調しようとしています。
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核燃料サイクルに関する原子力委員会の暴走

　　核燃料サイクルの中心地となる青森県が実施したアンケ－トでは、8割以上の県民が核燃料・原子力関

連施設に対して不安を感じている事がわかります（添付資料参照）。一方、「青森県民が再処理する事に

理解を示し推進する事を望んでいる」と根拠づける資料はどこにも存在しません。

　　原子力委員会では最終的にどのような方法で意見集約をするのでしょうか。そもそも推進と反対の立

場の長計策定委員を同人数にした上で議論するべきではなかったのではないでしょうか。偏っている

と見られても仕方ありません。

　　再処理しなければならない必要性と、急いでしなければならない理由について、青森県民をはじめ、

国民はまったく理解できていません（よろしければ隣人にお訊ねください）。「国民の理解を得ながら進

める」というのであれば、実際に理解した事を確認し、それを明らかにした上で進めるべきですが、

意見募集すら行おうとしていません。




